
美甘神社　岡山県神社庁　神社検索システム

由緒
　当社は太古から宮座山（現新庄村）に美甘郷の総鎮守神として味鋤高彦根命を祭る大宮所があった。
　御祭神の別名を御鴨神と申し上げたことから御鴨神社と呼ばれた。郷名も孝徳天皇大化２年御鴨と
定められ、元明天皇和銅６年の詔により美甘郷となる。
　その後火災に遭い、美甘と新庄の２ヶ所に分けて祀られることになり、三条天皇の長和５年本庄宮
原の宮峪に遷座する。
　天正４年守護森家の時、町頭の現在地に遷座し、国司神社と並祀する。天正１０年、例祭日の１０
月９日を１０月１９日に変更する。
　明治６年、それまで御鴨神社としていた社名を美甘村の総社として美甘神社と改める。
　明治４３年同村平島の惣社神社、宇南寺の八幡神社、その他数社を合祀する。よって御祭神も主祭
神の他大国主命、須勢理毘売命、素盞鳴命、大山祇命、誉田別命、少彦名命、神功皇后、武内宿禰、
と多くなり、境内には本殿の他、疫神社、若宮神社、その他小さな末社が４社ある。
　本社の由来を示すものとして、神社の宝物となっている平賀左衛門太郎元義の「美甘神社考証書」
がある。これは、元義が新庄村の宮座山と一宮社（本社）を歴訪しての帰り、神代村の社家神田家に
足を止め、酒に浸りながら書いたと伝えられ、神社の由緒のみならず、古代から中世にかけての美甘
荘歴史の一端をうかがうのに参考となる資料でもある。
文中鋤は（金へんに且）

前の写真へ次
基本情報

神社コード 14047

神社名 美甘神社（ミカモジンジャ）

通称名 一宮さん

旧社格 村社

鎮座地 〒717-0105 真庭市美甘3902

電話番号

FAX番号

駐車場 有　10台

御祭神 味鋤高彦根命

御神徳

主な祭典
３月中旬：春祭
１０月１５日：例大祭
１１月２３日：新穀感謝祭

宮司宅電話 0867-56-2131

URL



e-mail

特記事項

氏子地域 真庭市（田口　湯谷、太井坂、美甘）

交通アクセス

ＪＲ姫新線中国勝山駅から新庄行きバスにて２５分、美甘上バス停付近。
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